


ある。教職員およびそのゲス ト専用の食堂を中心

とした会館が学内にニカ所ほどあり,常設のバー

ビリヤード場,ス ポーックラブなどが併設されて

いる。圧巻はプールで,こ れは学生もlS(約80
円)払えば入場できるが ,オ リンピック級の設備
を備え,50m方向に自由に泳ぐことができた。日

頃,御殿下で対向者を気にしながら泳いでいた筆

者も,水着を持参した甲斐があった。

Tan助教授の研究室(Surface science Lab。 )

は, 2年前に英国VG社製の超高真空分析装置を
導入し,X線光電子分光 (XPS), 走査型オー
ジェ電子分光 (SAES),二次イオン質量分析
(SIMS)を 手法として,有機物表面における電
荷移動を主たる研究テーマにしていた。surface

S cience Lab.に は,物理,化学 ,電気,工業化

学などの学科から,9名ほどの研究者がそれぞれ
の研究テーマで参加しているが ,同研究室の専任

研究者は,Tan助教授 ,Research OfficeFCPh.
Dを有し,助手にあたる), 大学院生 2名の 4人

で,発足して 2年にしてはRefereed Paperも数

通発行されていて良くやつているという印象を受

けた。ただ物理は就職回は教師ぐらいしか無く,

医学,法学,電気工学の方面へ優秀な学生がいっ

てしまうとTan助教授は嘆いていた。筆者は同研

究室滞在中,物理学科の表面科学セミナーで,電

子線エネルギー損失分光による表面研究,と いう

題の講演をおこなった。

その打ち合わせが今回の訪間の目的の一つであ

ったJSPS―NUS表面科学セミナーは,今秋11/

13日 から3日間の予定で本学山上会館でおこなわ

れる。参加予定者はシンガポール狽1か ら9名 , 日

本側からは東大を中心に約10名である。理学部か

らは物理,化学からあわせて5人が話をする予定
である。日本側の責任者は化学の小間教授である。

興味を持たれる方は同教授あるいは筆者まで連絡

されたい。最後になったが,今回の訪間に際して ,
事務的な労を取ってくださった理学部事務の研究

協力掛の人々に感謝 したい。
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